

































































Edward G. Seidensticker, The Tale of Genii. New York: Alfred A. Knopf, 
1976,104頁
Quite as if he belonged there, he slipped into the girl’s bedroom. The 
women were astounded, Shonagon more than the rest. He must be 
mad! But she was in no position to protest. Genji pulled a singlet over 
the girl, who was trembling like a leaf. Yes, he had to admit that his 
behavior must seem odd; but trying very hard not to frighten her, he 
talked of things he thought would interest her.“You must come to my 
house. I have al sorts of pictures, and there are dolls for you to play 
with.”She was less frightened than as first, but she stil could not sleep. 
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Arthur Waley, The Tale of Genii. London: George Allen and Unwin, 1935, 
100・101頁
. and so saying, as though it were the most natural thing in the world, 
he picked up the child in his arms and carried her to her bed. The 
gentlewomen were far too astonished and confounded to budge from 
their seats; while Shonagon. though his high-handed proceeding greatly 
agitated and alarmed her, had to confess to herself that there was no 
real reason to interfere, and could only sit moaning in her corner. The 
litle girl was at first terribly frightened. She did not know what he 
was going to do with her and shuddered violently. Even the feel of his 
delicate, cool skin when he drew her to him, gave her goose-flesh. He 
saw this; but none the less he began gently and carefully to remove her 
outer garments, and laid her down. Then, though he knew quite well 
that she was stil frightened of him, he began talking to her softly and 
tenderly: 'How would you like to come with me one day to a place 
where there are lots of lovely pictures and dolls and toys？’ And he 
went on to speak so feelingly of al the things she was most interested 
in that soon she felt almost at home with him. But for a long while she 


























































































































































































Virginia Woolf“The Tale of Genji : The first Volume of Arthur Waley’s 
Translation of a Great Japanese Novel by the Lady MurasakiぺVogue
Magazine (London Edition) 1925. 
No: Lady Murasaki is not going to prove herself the peer of Tolstoi and 
Cervantes or those other great storytellers of the Western world. Some 
element of horror, of terror, of sordidity, some root of experience has 
been removed from the Eastern world so that crudeness is impossible 
and coarseness is out of the question, but with it too has gone some 
vigor, some richness, some maturity of the human spirit failing which 
the gold is silvered and the wine mixed with water. 
いや、紫式部は、 トルストイやセルヴァンテスなどのような西欧の世界の
偉大な語り手と肩を並べる同志となることは決してありえないでしょう…
…この東洋の世界からは、恐ろしいもの、非道なもの、浅ましいものとい
った種類の要素が、即ち人間の経験の根源が抜き取られてしまっています。
なぜならば、そこには野卑や無粋は存在しえないからです。しかし、それ
とともに、人間の精神の活力や豊かきや熟成も失われてしまうのです一一一
あたかも金に銀メッキがほどこされてしまうごとくに、ワインに水が混ぜ
られてしまうごとくに。
私にはこのウルフの意見に同意することができません。源氏物語と，いう、優
雅に、華やかに、また、おっとりと語られる物語の裏には人間のもつ暗く、ま
がまがしい情熱や欲望が存在しています。それ故にこそ、千年も読み継がれ、
傑作と言われるのでしょう。この発表で取り上げた箇所にも、そのような欲望
や情熱が見られることは、これまでに述べてきた通りです。したがってそのよ
うな源氏物語の本質をみごとに描き出してくれている故に、アーサー・ウェリ
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一氏の英訳は、少なくとも、この発表で取り上げた箇所についていえば、訳者
の犯した間違い、即ち誤訳がかえって原作のもつものを忠実に伝えてくれてい
るのではないかと思います。ちなみに、ウルフのような鋭い作家が、なぜ、源
氏物語がもっ、そのような要素を読み取れなかったのかは不思議と言えば不思
議ですが、あるいは、ウルフといえどもこれが東洋の物語であるという先入観
を捨て切れなかったせいかもしれませんし、あるいはまた、この物語の全訳を
読み通していたならば、また別の評価を下したかもしれません。
源氏物語を読む度に、この作品のもつ叙述体の複雑さに感心します。この発
表では、この叙述体を翻訳する際の困難な問題の、ほんの一端に手を触れただ
けという気持ちがします。しかし、この氷山の一角に触れたことから、今後は
少しずつ、この問題に取り組んで行きたいと思います。
＊射韓要旨
Scott SPEARS氏は、源氏物語の主題をどう捉えるかということと翻訳の姿勢とが関係するのでは
ないか、と質問し、発表者は明るさと暗さという相反するものの組合せ、女性たち（読者である女房
たち）の苦しみ、といったものが重要なテーマになっており、ここで取りあげた場面にもそれが反映
している、と述べた。
篠塚純子氏は発表者の日本語原稿にアドヴアイスを与えた者として、内容の要点を説明した上で、
人間の内面の複雑さを描いている作品であるから、それを表現した翻訳がよいのではないか、と指摘
し、発表者も同意した。
福田秀一氏は、サイデンステッカーが翻訳の際、ジェーン・オースティンの文体を模倣しようとし
て挫折した、と述べている、また、ロシア語訳の訳者は、母国の古い女性作家の文体を手本にしたと
いうが、谷崎の文体や今回の発表と関連させて考えると興味深い、と指摘し、発表者は、オースティ
ンは確かに自立した女性作家であり、ウイットがある点で紫式部と共通するであろうが、なるほどサ
イデンステッカーの文体は、 一文が短く、わかりやすくなっていて、彼女とはかなり異なっている、
なお、現代フランスの女性作家で一部の前衛的な人は、女性特有の文体として時制の暖昧なものを目
指していて、源氏と似ているのが面白い、と答えた。
John T. WIXTED氏は、中国語・フランス語・ドイツ語の翻訳についても視野を広げて同じような
検討をすれば面白いのではないか、と指摘し、発表者は、フランス語訳には「肌」が出てくることは
確認した、と答えた。
西原大輔氏は、今回の発表において指摘した、ウェイリー訳の情熱的・人間的な光源氏像が、ウル
フにはなぜ伝わらなかったのか、これは当時の西洋におけるアジア観（オリエンタリズム）がそうさ
せているのではないか、と指摘し、発表者も同意した上で、ウルフの書評は初めの9巻のみを対象と
しており、全巻読んだならば違う感想を持ったかもしれない、と述べた。
前島志保氏は、心内語と地の文を行き来する日本の古典文学の流動的な文体は英語にどのように訳
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されうるのか、似たような文体が英語に存在するのか、と質問し、発表者はジョイスやウルフの「意
識の流れjの文体が近いが、翻訳にそれを利用すると一般の読者がついてこられないだろう、と答え
た。
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